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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも第１電力状態と前記第１電力状態より消費電力の少ない第２電力状態とを有
する画像形成装置であって、
　人感センサと、
　前記人感センサの検知結果に基づいて、前記画像形成装置を前記第２電力状態から前記
第１電力状態に移行させる制御手段と、
　前記画像形成装置の排紙部に排紙された紙を検知する排紙センサと、を備え、
　前記制御手段は、前記排紙センサが紙を検知している場合には、前記人感センサの検知
結果が所定時間継続して人を検知したことを示すことに基づいて前記画像形成装置を前記
第２電力状態から前記第１電力状態に移行させ、前記排紙センサが紙を検知していない場
合には、前記人感センサの検知結果が人を検知したことを示すことに基づいて前記画像形
成装置を前記第２電力状態から前記第１電力状態に移行させる、ことを特徴とする画像形
成装置。
【請求項２】
　前記人感センサの検知結果が前記所定時間継続して人を検知したことを示す前に前記排
紙センサが紙を検知しなくなった場合、前記制御手段は、前記人感センサの検知結果が前
記所定時間継続して人を検知したことを示しても、前記画像形成装置を前記第２電力状態
から前記第１電力状態に移行させない、ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置
。



(2) JP 6071494 B2 2017.2.1

10

20

30

40

50

【請求項３】
　前記人感センサの検知結果が前記所定時間継続して人を検知したことを示す前に前記排
紙センサが紙を検知しなくなった場合、前記制御手段は、前記排紙センサが紙を検知しな
くなってから前記人感センサが一定時間継続して人を検知したことに基づいて前記画像形
成装置を前記第２電力状態から前記第１電力状態に移行させる、ことを特徴とする請求項
１又は２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記一定時間は、前記所定時間より長い、ことを特徴とする請求項３に記載の画像形成
装置。
【請求項５】
　前記人感センサより検知範囲の広い他の人感センサをさらに備え、
　前記制御手段は、前記他の人感センサの検知結果に基づいて、前記人感センサを人を検
知可能な状態に移行させる、ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画
像形成装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記他の人感センサの検知結果に基づいて、前記人感センサに電力が
供給されるよう制御する、ことを特徴とする請求項５に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記排紙部に排紙された紙を取る人の手を検知する手検知センサを有し、
　前記人感センサの検知結果が前記所定時間継続して人を検知したことを示す前に前記手
検知センサが手を検知した場合、前記人感センサの検知結果が前記所定時間継続して人を
検知したことを示しても、前記制御手段は、前記画像形成装置を前記第２電力状態から前
記第１電力状態に移行させない、ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載
の画像形成装置。
【請求項８】
　前記手検知センサは、前記排紙センサが紙を検知したことに基づいて給電される、こと
を特徴とする請求項７に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記排紙部は、胴内排紙部である、ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項の
記載の画像形成装置。
【請求項１０】
　人感センサと、排紙部に排紙された紙を検知する排紙センサを備え、少なくとも第１電
力状態と前記第１電力状態より消費電力の少ない第２電力状態とを有する画像形成装置の
制御方法であって、
　前記人感センサの検知結果に基づいて、前記画像形成装置を前記第２電力状態から前記
第１電力状態に移行させる制御ステップと、
　前記制御ステップは、前記排紙センサが紙を検知している場合には、前記人感センサの
検知結果が所定時間継続して人を検知したことを示すことに基づいて前記画像形成装置を
前記第２電力状態から前記第１電力状態に移行させ、前記排紙センサが紙を検知していな
い場合には、前記人感センサの検知結果が人を検知したことを示すことに基づいて前記画
像形成装置を前記第２電力状態から前記第１電力状態に移行させる、ことを特徴とする画
像形成装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、人体検知技術を用いた画像形成装置の電力制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の画像処理装置においては、複数の電力モードを持ち、モードに応じて装置内の電
源を切断する省電力モードがサポートされている。しかし、省電力モードから通常の電力
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モードへの復帰に時間が掛かってしまい、利便性を低下させてしまう場合がある。
【０００３】
　この問題を解決するため、人体検知部を設け、人が近づいてきたと判定された場合に、
省電力モードから復帰するものがある（特許文献１参照）。さらに、この人体検知部を排
紙部や給紙部に設置することにより、近づいてきたユーザの目的を判定し、不要な起動を
防ぎつつ、利便性を向上させようとしたものがある。また、排紙の用紙の有無を判定する
用紙センサを用いて、人体検知部の検知範囲を調整し、不要な起動を防ぐものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２１７３０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の技術では、画像処理装置が胴内排紙であった場
合には、出力した紙をユーザが取りに来るケースにおいても、操作部の正面に立ってしま
うため、目的の判定が出来ない可能性がある。
【０００６】
　本発明は、上記の問題点を解決するためになされたものである。本発明の目的は、不要
な省電力モードからの復帰を防止し、ユーザの利便性の向上を図りつつ、不要な電力消費
の低減と寿命のある装置部品の延命をすることが可能となる仕組みを提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、少なくとも第１電力状態と前記第１電力状態より消費電力の少ない第２電力
状態とを有する画像形成装置であって、人感センサと、前記人感センサの検知結果に基づ
いて、前記画像形成装置を前記第２電力状態から前記第１電力状態に移行させる制御手段
と、前記画像形成装置の排紙部に排紙された紙を検知する排紙センサと、を備え、前記制
御手段は、前記排紙センサが紙を検知している場合には、前記人感センサの検知結果が所
定時間継続して人を検知したことを示すことに基づいて前記画像形成装置を前記第２電力
状態から前記第１電力状態に移行させ、前記排紙センサが紙を検知していない場合には、
前記人感センサの検知結果が人を検知したことを示すことに基づいて前記画像形成装置を
前記第２電力状態から前記第１電力状態に移行させる、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、不要な省電力モードからの復帰を防止し、ユーザの利便性の向上を図
りつつ、不要な電力消費の低減と寿命のある装置部品の延命をすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施例を示す画像処理装置の外観を示す図である。
【図２】人感センサ２３１、２３０、排紙センサ２３３の検知範囲の一例を示す図である
。
【図３】実施例１における画像処理装置１００のハードウェア構成の一例を示すブロック
図である。
【図４Ａ】実施例１における画像処理装置１００の給電構成の一例を示すブロック図であ
る。
【図４Ｂ】実施例１における排紙センサ２３２と第二の人感センサ２３１についての詳細
なブロック図である。
【図５】実施例１における画像処理装置１００のセンサ電源制御の一例を示すフローチャ
ートである。
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【図６】実施例１における画像処理装置１００の電源状態とセンサの検知状態の一例を示
すシーケンス図である。
【図７Ａ】実施例２における画像処理装置１００の給電構成の一例を示すブロック図であ
る。
【図７Ｂ】実施例２における排紙センサ２３２と第二の人感センサ２３１についての詳細
なブロック図である。
【図８】実施例２における画像処理装置１００のセンサ電源制御の一例を示すフローチャ
ートである。
【図９】実施例２における画像処理装置１００の電源状態とセンサの検知状態の一例を示
すシーケンス図である。
【図１０】実施例３における画像処理装置１００のハードウェア構成の一例を示すブロッ
ク図である。
【図１１Ａ】実施例３における画像処理装置１００の給電構成の一例を示すブロック図で
ある。
【図１１Ｂ】実施例３における排紙センサ２３２と第二の人感センサ２３１、第二の排紙
センサ２３３についての詳細なブロック図である。
【図１２】実施例３における画像処理装置１００のセンサ電源制御の一例を示すフローチ
ャートである。
【図１３】実施例３における画像処理装置１００の電源状態とセンサの検知状態の一例を
示すシーケンス図である。
【図１４Ａ】実施例４における画像処理装置１００の給電構成の一例を示すブロック図で
ある。
【図１４Ｂ】実施例４における第一の排紙センサ２３２と第二の人感センサ２３１、第二
の排紙センサ２３３についての詳細なブロック図である。
【図１５】実施例４における画像処理装置１００のセンサ電源制御の一例を示すフローチ
ャートである。
【図１６】実施例４における画像処理装置１００の電源状態とセンサの検知状態の一例を
示すシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明を実施するための形態について図面を用いて説明する。
【実施例１】
【００１１】
　図１は、本発明の一実施例を示す画像処理装置の外観を示す図である。なお、図１（Ａ
）は画像処理装置を正面から見た図に対応する。また、図１（Ｂ）は画像処理装置を上面
から見た図に対応する。
【００１２】
　図１に示すように、画像処理装置１００は、操作部２１３、スキャナ２１５、胴内フィ
ニッシャー（胴内排紙部）１０３、プリンタ２１６などから構成される。画像処理装置１
００は、コピー、プリント、ＦＡＸ、スキャンなどの機能を持つ。
【００１３】
　画像処理装置１００は、通常電力モード（第１電力状態）、通常電力モードよりも消費
電力が小さい省電力モード２（第２電力状態）、省電力モード２よりも消費電力が小さい
省電力モード１（第３電力状態）のいずれかに切り替えて動作可能である。
【００１４】
　画像処理装置１００は、人感センサ２３０と人感センサ２３１とを有する。
　人感センサ２３０は、省電力モード１で動作するセンサ（第１検知部）であり、図２（
Ａ）及び（Ｂ）の１１１に示すような検知範囲を有し、広範囲に物体を検知する。
　人感センサ２３１は、省電力モード２で動作するセンサ（第２検知部）であり、図２（
Ａ）及び（Ｂ）の１１２に示すような検知範囲を有し、人感センサ２３０より狭い範囲で



(5) JP 6071494 B2 2017.2.1

10

20

30

40

50

物体を検知する。
【００１５】
　人感センサ２３０，人感センサ２３１が検知する物体は、静止体であっても移動体であ
ってもよい。本実施例では、人感センサ２３０，人感センサ２３１が検知する物体を人体
として説明するが、人感センサ２３０，人感センサ２３１が検知する物体は人体に限定さ
れるものではない。本実施例では、人感センサ２３０，人感センサ２３１は、人体等の物
体が近づいてきたことを検知可能である。
【００１６】
　また、画像処理装置１００は、排紙センサ２３２と、排紙センサ２３３とを有する。排
紙センサ２３２は、出力した紙が胴内フィニッシャー１０３にあることを検知するセンサ
（排紙検知部）である。排紙センサ２３３は、出力した紙をユーザが取る動作（ユーザの
手）を検知するセンサ（第３検知部）であり、図２（Ａ）の１１０に示すような検知範囲
を有する。
【００１７】
　図２は、人感センサ２３１、２３０、排紙センサ２３３の検知範囲の一例を示す図であ
る。なお、図２（Ａ）は画像処理装置１００を正面から見た場合の検知範囲を示す。また
、図２（Ｂ）は画像処理装置１００を上面から見た場合の検知範囲を示す。
【００１８】
　人感センサ２３０、２３１、排紙センサ２３３は、焦電センサや反射センサなど離れた
場所にある物体を検知するようなセンサを用いる。例えば、人感センサ２３０に焦電セン
サ、人感センサ２３１に反射センサ、排紙センサ２３３に反射センサを用いる。なお、焦
電センサはパッシブ型の人感センサで、人体等の温度を持つものから自然に放射されてい
る赤外線による温度変化を検知することで人体の接近を検出するものである。焦電センサ
は、消費電力が小さく、検知領域は比較的広いのが特徴である。また、反射センサはアク
ティブ型の人感センサで、自ら赤外線を発光して人体を検出するものである。反射センサ
は、焦電センサと比較して消費電力が大きく、検知領域は比較的狭いのが特徴である。な
お、各センサ２３０～２３３に用いられる赤外線センサは、赤外線センサをＮ×Ｎアレイ
状に並べたセンサアレイを用いてもよい。
【００１９】
　排紙センサ２３２は、紙が置いてある場合に倒れるようなセンサを用いても良いし、焦
電センサや反射センサなどの赤外線センサを用いても良い。また、本実施例では、胴内フ
ィニッシャー１０３に絞った説明をしているが、機外排紙などであっても良い。
　なお、排紙センサ２３３は、実施例３、４の画像処理装置に備えられているものであり
、実施例１、２の画像処理装置では、備えられていない。
【００２０】
　図３は、実施例１における画像処理装置１００のハードウェア構成の一例を示すブロッ
ク図である。
　図３（Ａ）において、２２６は情報処理装置（コントローラ部）であり、画像処理装置
１００を制御する。情報処理装置２２６は、ＬＡＮコントローラ２１２を介してＬＡＮ２
２４に接続され、ＦＡＸ２２５を介して電話回線２２３に接続される。以下、情報処理装
置２２６の内部構成について説明する。
【００２１】
　ＣＰＵ２０４は、情報処理装置２２６の装置全体を制御するソフトウェアプログラムを
実行する。ＲＡＭ２０６は、ＣＰＵ２０４が装置を制御する際の一時的なデータの格納な
どに使用される。ＲＯＭ２０５は、ＣＰＵ２０４が実行するプログラム（装置の起動プロ
グラム等）や各種設定値等が格納されている。ストレージ２０７は、ＨＤＤ(Hard Disk D
rive)やＳＳＤ(Solid State Drive)であり、様々なデータ格納に使用される。
【００２２】
　操作部２１３は、操作用液晶パネルや電源キー２１４を含むハードキーを備え、ユーザ
から入力される指示を受け付ける。操作部Ｉ／Ｆ２０９は、ＣＰＵ２０４から操作部２１



(6) JP 6071494 B2 2017.2.1

10

20

30

40

50

３の制御を行うためのインタフェースである。
【００２３】
　スキャナ２１５は、原稿台またはＡＤＦ(Auto Document Feeder)に設置された原稿の画
像を読み取り、画像を生成する。スキャナＩ／Ｆ２１０は、ＣＰＵ２０４からスキャナ２
１５の制御を行うためのインタフェースである。プリンタ２１６は、画像データに基づく
画像を紙に印刷する。プリンタＩ／Ｆ２１１は、ＣＰＵ２０４からプリンタの制御を行う
ためのインタフェースである。
【００２４】
　ＦＡＸ２２５は、モデム２１８、ＣＰＵ２１９、ＲＡＭ２２１、ＲＯＭ２２０、受信検
知部２２２で構成される。画像処理装置１００は、ＦＡＸ２２５を介して、電話回線の外
部装置とのデータ通信制御を行う。
【００２５】
　モデム２１８は、ＦＡＸ２２５の送受信のための変調を行う。ＣＰＵ２１９は、ＦＡＸ
 Ｉ／Ｆ２０８を介して情報処理装置２２６と連携してＦＡＸ２２５の送受信の制御を行
う。
【００２６】
　ＲＡＭ２２１は、ＣＰＵ２１９が装置を制御する際に一時的なデータ格納などに使用す
る。ＲＯＭ２２０は、ＦＡＸ２２５装置の起動プログラムや各種設定値等が格納されてい
る。ＦＡＸ２２５のＣＰＵ２１９、ＲＯＭ２２０、及びＲＡＭ２２１を設ける代わりに、
これら２１９～２２１の機能を、情報処理装置２２６が有する構成でもよい。
　ＦＡＸ Ｉ／Ｆ２０８は、ＣＰＵ２０４からＦＡＸ２２５の制御を行うためのインタフ
ェースである。
【００２７】
　電源制御部２０３は、電源部２０２から必要な箇所に電源を供給する制御（電力制御）
を行う。第一の人感センサ２３０は、図１（Ａ）で示す２３１に該当し、広範囲に人が近
づいてきたことを検知するセンサである。第二の人感センサ２３１は、図１（Ａ）で示す
２３０に該当し、第一の人感センサ２３０より狭い範囲で人が近づいてきたことを検知す
るセンサである。排紙センサ２３２は図１（Ａ）で示す２３２に該当し、紙が出力されて
胴内フィニッシャーにある状態を検知するセンサである。
【００２８】
　「通常電力モード」では、図３（Ａ）に示す全てのブロックに電源が供給されている。
この際に、必要な機能にのみ給電するような形態を取っても良いが、ここでは明記しない
。
【００２９】
　「省電力モード１」では、図３（Ｂ）に示すように、一部のブロックに電源が給電され
ている。まず、電源２０１から電源部２０２に電源が供給される。電源部２０２から供給
されるブロックは、電源制御部２０３、ＲＡＭ２０６、第一の人感センサ２３０、ＦＡＸ
 Ｉ／Ｆ２０８、受信検知部２２２、電源キー２１４、操作部ＩＦ２０９、ＬＡＮコント
ローラ２１２、ＬＡＮ Ｉ／Ｆ２１７であり、グレー表示されたブロック（ＣＰＵ２０４
、ＲＯＭ２０５、ストレージ２０７、第２の人感センサ２３１、排紙センサ２３２、スキ
ャナＩ／Ｆ２１０、プリンタＩ／Ｆ２１１、スキャナ２１５、プリンタ２１６、およびＦ
ＡＸ２２５の一部（モデム２１８、ＣＰＵ２１９、ＲＯＭ２２０、ＲＡＭ２２２））へは
給電されない。なお、ＲＡＭ２０６は、必要に応じて電源を供給し、全てに供給する必要
はない。また、操作部２１３への給電は、電源キー２１４のみを記載したが、ユーザのタ
ッチを認識する機能など他の電力状態への移行条件に応じて電源を給電しても良い。
【００３０】
　ここで、「省電力モード２」や「通常電力モード」への移行条件について説明する。
　まず、「省電力モード１」から「省電力モード２」への移行について説明する。「省電
力モード１」において、第一の人感センサ２３０が、人が近づいてきたことを検知した場
合には、電源制御部２０３へ省電力モード２への移行命令を送信し、図３（Ｃ）に示すよ
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うなブロックに給電を行う「省電力モード２」へ移行する。「省電力モード２」では、「
省電力モード１」での給電ブロックに加え、第二の人感センサ２３１と排紙センサ２３２
に給電を行う。
【００３１】
　次に、「通常電力モード」への移行条件について説明する。「省電力モード１」又は「
省電力モード２」において、受信検知部２２２がＦＡＸ受信を検知した場合には、電源制
御部２０３へＦＡＸ Ｉ／Ｆを経由して「通常電力モード」への移行命令を送信し、「通
常電力モード」へ移行する。また、同様に、ＬＡＮ Ｉ／Ｆ２１７より印刷ジョブなど「
通常電力モード」への移行が必要なジョブを、ＬＡＮコントローラ２１２が受信した場合
には、電源制御部２０３へ「通常電力モード」への移行命令を送信し、「通常電力モード
」へ移行する。また、同様に、ユーザから電源キー２１４が押されたと検知した場合に、
操作部Ｉ／Ｆ２０９を経由して電源制御部２０３へ「通常電力モード」への移行命令を送
信し、「通常電力モード」へ移行する。操作部２１３は、電源キー２１４のみ記載してい
るが、ユーザのタッチを認識して割り込みを電源制御部２０３に送信する構成を取っても
良い。
【００３２】
　次に、「省電力モード２」と「省電力モード１」の差分について説明する。
　「省電力モード２」において、第一の人感センサ２３０により人が近くにいることを検
知している間は、「省電力モード２」を継続する。第一の人感センサ２３０が人を検知出
来ず、人が離れたと判定された場合には、電源制御部２０３へ「省電力モード１」への移
行命令を送信し、「省電力モード１」へ移行する。
【００３３】
　また、「省電力モード２」において、第二の人感センサ２３１により人が近づいてきた
ことを検知した場合には、電源制御部２０３へ「通常電力モード」への移行命令を送信し
、「通常電力モード」へ移行する。なお、第二の人感センサ２３１により人が近づいてき
たことを検知した場合であっても、排紙センサ２３２により胴内フィニッシャー１０３に
紙の存在を検知した場合には、第二の人感センサ２３１での人の検知に応じた通常電力モ
ードへの移行を一時的に制限する。
【００３４】
　以下、図４Ａ、図４Ｂを用いて、実施例１における、センサを用いた電力モード移行に
関して、詳細に説明する。
　図４Ａは、実施例１における画像処理装置１００の給電構成の一例を示すブロック図で
あり、図３と同一のものには同一の符号を付してある。
　電源２０１より入力された電源は、ＳＷ３１０、ＳＷ３１２に接続される。ＳＷ３１０
は、電源制御部２０３またはユーザが手動でオンすることが出来るシーソーＳＷやボタン
ＳＷなどにより、オンされる。
【００３５】
　ＳＷ３１０がオンされると、電源２０１より供給される電力が、第一電源部３００に給
電される。第一電源部３００は、省電力モード１、省電力モード２、及び通常電力モード
で動作するブロックに電力供給する。
【００３６】
　ＳＷ３１１がオンされた場合、第一電源部３００から供給される電力が、第二電源部３
０１に給電される。第二電源部３０１は、省電力モード２、及び通常電力モードで動作す
るブロックに電力供給する。なお、第二電源部３０１は、電源２０１より直接給電されて
も良いし、第一電源部３００から給電されても良い。
【００３７】
　ＳＷ３１２がオンされた場合、電源２０１より供給される電力が、第三電源部３０２に
給電される。第三電源部３０２は、通常電力モードで動作するブロックに電力供給する。
なお、第三電源部３０２は、電源２０１より直接給電されても良いし、第一電源部３００
から給電されても良い。
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【００３８】
　ＳＷ３１１、ＳＷ３１２は、リレーやＦＥＴなど、給電状態を切り替えることの出来る
デバイスであれば良い。
　なお、ＳＷ３１０がオンされた場合には、自動で電源制御部２０３からＳＷ３１１へオ
ン命令５１２、ＳＷ３１２へオン命令５１３を送信して通常電力モードへ移行しても良い
。
【００３９】
　省電力モード１から省電力モード２へ移行する条件は、第一の人感センサ２３０が人を
検知した場合である。第一の人感センサ２３０が人を検知した時、電源制御部２０３へＳ
Ｗ３１１をオンにする依頼信号５１１を送信する。電源制御部２０３が依頼信号５１１を
受信すると、ＳＷ３１１へオン命令５１２が送信され、第二電源部３０１へ給電される。
【００４０】
　次に、通常電力モードへの移行条件について説明する。
　ロジック３１３は、通常電力モードへ移行する必要のある依頼信号（５０１～５０４、
５１１）を一つでも受信した場合に、電源制御部２０３へ移行依頼信号５００を送信する
。以下、依頼信号を夫々説明する。
【００４１】
　ＬＡＮコントローラ２１２が印刷ジョブなど通常電力モードへ移行する必要のある命令
を受信した場合にロジック３１３に依頼命令５０１を送信する。なお、ＬＡＮコントロー
ラ２１２は、ＬＡＮ Ｉ／Ｆ２１７を介して命令を受信するが、図４ＡではＬＡＮ Ｉ／Ｆ
２１７の記載を省略している。
【００４２】
　また、受信検知部２２２がＦＡＸの受信を検知した場合に、ロジック３１３に依頼命令
５０２を送信する。なお、依頼命令５０２は、ＦＡＸ Ｉ／Ｆ２０８を介してロジック３
１３に送信されるが、図４ＡではＦＡＸ Ｉ／Ｆ２０８の記載を省略している。
【００４３】
　また、電源キー２１４がユーザに押された場合に、ロジック３１３に依頼命令５０３を
送信する。なお、依頼命令５０３は、操作部Ｉ／Ｆ２０９を介してロジック３１３に送信
されるが、図４Ａでは操作部Ｉ／Ｆ２０９の記載を省略している。
【００４４】
　また、第二電源部３０１で供給される排紙センサ２３２と第二の人感センサ２３１の検
知状態により、通常電力モードへ移行すると判定された場合には、ロジック３１３に依頼
命令５０４を送信する。詳細は後ほど図４Ｂを用いて説明する。
【００４５】
　ロジック３１３より移行依頼信号５００を電源制御部２０３が受信した場合には、電源
制御部２０３は、ＳＷ３１２へオン命令５１３を送信し、第三電源部３０２が給電される
。第三電源部３０２は、通常電力モードで使用されるブロックに給電する。なお、省電力
モード１の状態で移行依頼信号５００を受信した場合、電源制御部２０３は、さらにＳＷ
３１１へのオン命令５１２も送信するようにしてもよい。電源２０１から給電される電源
は、第一電源部３００、第二電源部３０１、第三電源部３０２の三種類に分けて供給され
る。
　なお、図４Ａでは、スキャナＩ／Ｆ２１０、プリンタＩ／Ｆ２１１の記載を省略してい
る。
【００４６】
　図４Ｂは、実施例１における、排紙センサ２３２と第二の人感センサ２３１についての
詳細なブロック図である。
　排紙センサ２３２内にある検知部４００は、胴内フィニッシャー１０３内の紙の有無を
示す信号５１８を状態判定部４０１へ出力する。同様に、第二の人感センサ２３１は、人
の有無を示す信号５１５を状態判定部４０１へ出力する。
【００４７】
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　状態判定部４０１は、検知部４００の紙検知状態を判定し、省電力モード２において、
検知部４００が紙を検知している場合には、第二の人感センサ２３１が人を検知した場合
でも、通常電力モードへ移行を遅らせるように制御する。以下、具体的に説明する。
【００４８】
　状態判定部４０１は、信号５１８がＬｏｗの場合（検知部４００が紙を検知していない
場合）、第二の人感センサ２３１から入力される信号５１５を、信号５１９として、出力
判定部４０３へ出力する。出力判定部４０３は、状態判定部４０１からの入力信号５１９
がＨｉｇｈ（第二の人感センサ２３１が人を検知している）になると、依頼命令５０４を
ロジック３１３に送信する。これにより、電源制御部２０３からＳＷ３１２にオン命令５
１３が送信され、第三電源部３０２が給電され、画像処理装置１００が通常電力モードへ
移行することになる。
【００４９】
　一方、信号５１８がＨｉｇｈの場合（検知部４００が紙を検知している場合）、状態判
定部４０１は、第二の人感センサ２３１から入力される信号５１５を、信号５２０として
、遅延回路４０２へ出力する。遅延回路４０２は、状態判定部４０１から入力される信号
５２０を一定時間（例えば、人が第二の人感センサ２３１で検知されてから紙を取って第
二の人感センサ２３１の検知範囲１１２（図２）から立ち去るのに十分な時間を想定した
第１の時間）だけ遅延させて信号５２１として、出力判定部４０３へ出力する。出力判定
部４０３は、遅延回路４０２からの入力信号５２１がＨｉｇｈ（第二の人感センサ２３１
が人を検知している）になると、依頼命令５０４をロジック３１３に送信する。これによ
り、第二の人感センサ２３１が人を検知してから一定時間（第１の時間）遅れて、電源制
御部２０３からＳＷ３１２にオン命令５１３が送信され、第三電源部３０２が給電され、
画像処理装置１００が通常電力モードへ移行することになる。
【００５０】
　なお、第三電源部３０２への給電を遅延させている間に（第１の時間が経過するまでの
間に）、第二の人感センサ２３１からの信号５１５が人の検知状態（Ｈｉｇｈ）から非検
知状態（Ｌｏｗ）へ変化した場合、状態判定部４０１は、遅延回路４０２からの遅延信号
５２１を無効にする無効信号５２２をＨｉｇｈ状態にして出力判定部４０３へ送信する。
出力判定部４０３は、無効信号５２２がＨｉｇｈ状態の場合、遅延信号５２１がＨｉｇｈ
状態となっても、依頼命令５０４を出力しない。なお、状態判定部４０１は、一定時間（
少なくとも第１の時間）、無効信号５２２をＨｉｇｈ状態に保持する。即ち、上述の遅延
された信号による通常電力モードへの移行は行われない。なお、状態判定部４０１が無効
信号５２２をＨｉｇｈ状態に保持している間でも、第一の人感センサ２３０が人を検知し
なくなると、画像処理装置１００は、省電力モード１に移行する。
【００５１】
　また、第三電源部３０２への給電を遅延させている間に（第１定時間が経過するまでの
間に）、第二の人感センサ２３１からの信号５１５は検知状態（Ｈｉｇｈ）であるが、検
知部４００からの信号５１８が検知状態（Ｈｉｇｈ）から非検知状態（Ｌｏｗ）へ変化し
た場合、状態判定部４０１は、無効信号５２２を出力判定部４０３へ送信する。状態判定
部４０１は、一定時間（少なくとも第１の時間）、無効信号５２２をＨｉｇｈ状態に保持
する。また、状態判定部４０１は、一定時間（例えば、紙を取った人が第二の人感センサ
２３１の検知範囲１１２（図２）から立ち去るのに十分な時間を想定した第２の時間）、
信号５１９、信号５２０の出力を行わない。即ち、一定時間（第２の時間）、省電力モー
ドが維持される。
【００５２】
　また、状態判定部４０１は、通常電力モードにおいて、信号５１８がＨｉｇｈの状態（
検知部４００が紙を検知している状態）が一定時間（例えば、印刷ジョブを投入してから
紙を取りに来るまでに十分な時間を想定した第３の時間）以上継続した場合、状態判定部
４０１内のレジスタ４０１ａに排紙フラグとして「１」を記憶する。そして、省電力モー
ドにおいて、状態判定部４０１は、排紙フラグが「１」の場合、信号５１８に関係なく、
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第二の人感センサ２３１から入力される信号５１５を、信号５１９として出力判定部４０
３へ出力する。このように、胴内フィニッシャー１０３に紙が一定時間（第３の時間）以
上放置されていた場合には、検知部４００による紙の検知状態に関係なく、第二の人感セ
ンサ２３１が人を検知した場合には、通常電力モードへ移行することになる。
　なお、上述した状態判定部４０１、遅延回路４０２、出力判定部４０３は第二の人感セ
ンサ２３１内に持っても良い。
【００５３】
　以下、図５のフローチャートを参照して、上述した構成により実現される画像処理装置
１００のセンサ電源制御について説明する。
　なお、図５のフローチャートでは、上述したＬＡＮコントローラ２１２のジョブ受信、
受信検知部２２２のＦＡＸ受信検知、電源キー２１４の押下等の移行条件に応じた通常電
力モードへの移行は省略するが、図５に示す処理の途中で、上記移行条件に応じた移行命
令を電源制御部２０３が受信した場合には通常電力モードへ移行することは言うまでもな
い。
【００５４】
　図５は、実施例１における画像処理装置１００のセンサ電源制御の一例を示すフローチ
ャートである。
　画像処理装置１００は、通常電力モードから省電力モードへ移行しない場合（Ｓ１１で
Ｎｏの場合）、即ち、通常電力モードの場合、Ｓ１２～Ｓ１５に示す処理を実行する。
　Ｓ１２では、排紙センサ２３２の状態判定部４０１が、検知部４００からの入力信号５
１８に基づいて、胴内フィニッシャー１０３上に排紙された用紙が有るか無いかを判定す
る。
【００５５】
　そして、用紙が有ると判定した場合（Ｓ１２でＹｅｓの場合）、状態判定部４０１は、
Ｓ１３に処理を進める。
　Ｓ１３では、状態判定部４０１は、用紙有りの状態が一定時間（第３の時間）経過した
かを判定する。
【００５６】
　そして、用紙有りの状態が一定時間（第３の時間）経過したと判定した場合（Ｓ１３で
Ｙｅｓの場合）、状態判定部４０１は、状態判定部４０１内のレジスタ４０１ａに排紙フ
ラグとして「１」を記憶する（Ｓ１４）。これは、印刷出力した用紙が置いたままになっ
ているかを判定している。一定時間（第３の時間）経過している場合には、置いたままに
なっているケースが考えられるため、次に近づいてきたユーザが画像処理装置１００を使
用する可能性が高い。ここで指定している一定時間とは、印刷ジョブを投入してから紙を
取りに来るまでの時間を想定して、設定しておく。なお、省電力モードへ移行しない場合
には、排紙フラグは使用しない。
【００５７】
　一方、用紙有りの状態が一定時間（第３の時間）経過していないと判定した場合（Ｓ１
３でＮｏの場合）、状態判定部４０１は、状態判定部４０１内のレジスタ４０１ａに排紙
フラグとして「０」を記憶する（Ｓ１５）。
【００５８】
　また、上記Ｓ１２において、胴内フィニッシャー１０３上に排紙された用紙が無いと判
定した場合（Ｓ１２でＮｏの場合）、状態判定部４０１は、状態判定部４０１内のレジス
タに排紙フラグとして「０」を記憶する（Ｓ１５）。
【００５９】
　そして、上記Ｓ１４又はＳ１５の後に、省電力モードへ移行しない場合（Ｓ１１でＮｏ
の場合）、状態判定部４０１は、再度、Ｓ１２～Ｓ１５に示す処理を実行する。
　また、通常電力モードから省電力モードへ移行した場合（Ｓ１１でＹｅｓの場合）、即
ち、省電力モードの場合、画像処理装置１００は、Ｓ１６以降に示す処理を実行する。
【００６０】
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　第一の人感センサ２３０が人を検知していない場合（Ｓ１６でＮｏの場合）、画像処理
装置１００は、第二電源部３０１の電源の供給をＯＦＦにし（Ｓ１７）、Ｓ１６に処理を
戻す。上記Ｓ１７では、電源制御部２０３が、電源部２０２へ省電力モード１への移行命
令を発行し（ＳＷ３１１へオフ命令を出力し）、第二電源部３０１の電源の供給をＯＦＦ
にする。第二電源部３０１への給電が停止されると、第二の人感センサ２３１、排紙セン
サ２３２への給電が停止される。
【００６１】
　一方、第一の人感センサ２３０が人を検知した場合（Ｓ１６でＹｅｓの場合）、画像処
理装置１００は、第二電源部３０１への給電をＯＮする（Ｓ１８）。上記Ｓ１８では、電
源制御部２０３が、電源部２０２へ省電力モード２への移行命令を発行し（ＳＷ３１１へ
オン命令を出力し）、第二電源部３０１への給電をＯＮする。第二電源部３０１への給電
が開始されると、第二の人感センサ２３１、排紙センサ２３２への給電が開始され、起動
される。
【００６２】
　そして、第二の人感センサ２３１が人を検知していない場合（Ｓ１９でＮｏの場合）、
画像処理装置１００は、上述の第一の人感センサ２３０の検知結果に基づく電源制御を実
行する（Ｓ１６～Ｓ１８）。
【００６３】
　一方、第二の人感センサ２３１が人を検知している場合（Ｓ１９でＹｅｓの場合）、画
像処理装置１００は、Ｓ２０以降に示す処理を実行する。
　排紙センサ２３２は、上述した排紙フラグが「１」であると判定した場合（Ｓ２０でＹ
ｅｓの場合）、依頼命令５０４を出力し、通常電力モードに移行させる（Ｓ２３）。なお
、排紙フラグが「１」の場合は、紙が一定時間（第３の時間）以上置いたままになってい
る場合であり、この場合、排紙センサ２３２は、検知したユーザは画像処理装置１００を
利用する可能性が高いと判断し、通常電力モードに移行させている。詳細には、状態判定
部４０１が、第二の人感センサ２３１からの入力信号５１５を出力信号５１９として出力
判定部４０３に出力し、出力判定部４０３が依頼命令５０４を出力する。これにより、電
源制御部２０３が、電源部２０２へ通常電力モードへの移行命令を発行し（ＳＷ３１２へ
オン命令を出力し）、第三電源部３０２への給電をＯＮする。これにより、通常電力モー
ドへ移行する。
【００６４】
　一方、排紙フラグが「１」でないと判定した場合（Ｓ２０でＮｏの場合）、排紙センサ
２３２は、検知部４００が胴内フィニッシャー１０３上の用紙を検知した（排紙有り）か
否（排紙無し）かに基づいて制御を行う。
【００６５】
　排紙センサ２３２は、「排紙無し」と判定した場合（Ｓ２１でＮｏの場合）、依頼命令
５０４を出力し、通常電力モードに移行させる（Ｓ２３）。詳細には、状態判定部４０１
が、第二の人感センサ２３１からの入力信号５１５を出力信号５１９として出力判定部４
０３に出力し、出力判定部４０３が依頼命令５０４を出力する。これにより、電源制御部
２０３が第三電源部３０２への給電をＯＮにし、通常電力モードへ移行する。
【００６６】
　一方、「排紙有り」と判定した場合（Ｓ２１でＹｅｓの場合）、排紙センサ２３２は、
通常電力モードへの移行を遅延させるための制御を行う。詳細には、状態判定部４０１が
、第二の人感センサ２３１からの入力信号５１５を出力信号５２０として遅延回路４０２
に出力する。さらに、状態判定部４０１は、「排紙有り」の状態で第二の人感センサ２３
１が人を継続して検知している状態が一定時間（遅延回路４０２の遅延時間（第１の時間
））経過したかを判定する（Ｓ２２）。
【００６７】
　そして、まだ一定時間経過していないと判定した場合（Ｓ２２でＮｏの場合）、排紙セ
ンサ２３２（詳細には状態判定部４０１）は、Ｓ２４に処理を進める。そして、第二の人
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感センサ２３１が継続して人を検知しており、且つ、検知部４００が胴内フィニッシャー
１０３上の用紙を検知している（排紙有り）と判定した場合（Ｓ２４でＹｅｓ且つＳ２５
でＮｏの場合）、排紙センサ２３２（詳細には状態判定部４０１）は、Ｓ２２に処理を戻
し、一定時間経過の判定を続ける。
【００６８】
　そして、排紙ありの状態で第二の人感センサ２３１が人を継続して検知している状態が
一定時間経過した場合（Ｓ２２でＹｅｓの場合）、排紙センサ２３２は、依頼命令５０４
を出力し、通常電力モードに移行させる（Ｓ２３）。詳細には、遅延回路４０２から、Ｈ
ｉｇｈ状態の出力信号５２１が出力判定部４０３に出力され、出力判定部４０３が依頼命
令５０４を出力する。これにより、通常電力モードへ移行する。
【００６９】
　また、一定時間が経過する前に、第二の人感センサ２３１が継続して人を検知しなくな
った場合（Ｓ２４でＮｏの場合）、画像処理装置１００は、Ｓ１６に処理を戻す。詳細に
は、状態判定部４０１は、信号５１５がＨｉｇｈからＬｏｗに変化した場合、少なくとも
第１の時間、無効信号５２２（Ｈｉｇｈ状態）を出力判定部４０３へ送信する。これによ
り、上述した第二の人感センサ２３１の人検知による、通常電力モードへの復帰は行われ
なくなる。そして、画像処理装置１００全体では、Ｓ１６以降に示す処理を実行すること
となる。
【００７０】
　また、一定時間が経過する前に、第二の人感センサ２３１が継続検知しているが、「排
紙無し」となったと判定した場合（Ｓ２４でＹｅｓ且つＳ２５でＹｅｓの場合）、画像処
理装置１００は、近づいてきた人が印刷物を取りに来たと判断し、一定時間（ここでは、
第２の時間）、省電力モードを継続させ（Ｓ２６）、Ｓ１６に処理を戻す。詳細には、状
態判定部４０１が、少なくとも第１の時間、無効信号５２２（Ｈｉｇｈ）を遅延回路４０
２へ送信するとともに、一定時間（第２の時間）、信号５１９、５２０の出力を行わない
ように制御する。なお、図示しないが、状態判定部４０１が無効信号５２２をＨｉｇｈ状
態に保持している間でも、第一の人感センサ２３０が人を検知しなくなると、画像処理装
置１００は、省電力モード１に移行する。これにより、一定時間（第２の時間）、省電力
モード１又は２が継続される。そして、画像処理装置１００全体では、Ｓ１６以降に示す
処理を実行することとなる。
【００７１】
　図６は、実施例１における画像処理装置１００の電源状態とセンサの検知状態の一例を
示すシーケンス図である。
　図６（ａ）は、排紙センサ２３２が紙を検知していない場合のシーケンス図である。
　画像処理装置１００では、第一の人感センサ２３０が人を検知することで、第二電源部
３０１に給電を行う。次に、画像処理装置１００では、排紙センサ２３２の検知がない状
態で、第二の人感センサ２３１が検知することで、第三電源部３０２に給電を行い、通常
電力モードへ移行する。
【００７２】
　図６（ｂ）は、排紙センサ２３２が紙を検知しているが、ユーザが画像処理装置１００
を使用するために近づいてきたと判定した場合のシーケンス図である。
　画像処理装置１００では、第一の人感センサ２３０が人を検知することで、第二電源部
３０１に給電を行う。次に、画像処理装置１００では、第二の人感センサ２３１が人を検
知したが、排紙センサ２３２が紙を検知しているため、一時的に（第１の時間だけ）第三
電源部３０２への給電を遅延させる。そして、遅延が終了しても、排紙センサ２３２の反
応に変化はなく、第二の人感センサ２３１の人の検知が継続されているため、画像処理装
置１００では、第三電源部３０２に給電を行い、通常電力モードへ移行する。
【００７３】
　図６（ｃ）は、排紙センサ２３２が紙を検知し、ユーザが画像処理装置１００に出力し
た紙を取りに来たと判定した場合のシーケンス図である。
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　画像処理装置１００では、第一の人感センサ２３０が人を検知することで、第二電源部
３０１に給電を行う。次に、画像処理装置１００では、第二の人感センサ２３１が人を検
知したが、排紙センサ２３２が紙を検知しているため、一時的に（第１の時間だけ）第三
電源部３０２への給電を遅延させる。そして、第三電源部３０２の給電が開始するまでに
（遅延の終了前に）、排紙センサ２３２により「紙無し」と判定され、第二の人感センサ
２３１が人を検知しない状態へ移行したため、画像処理装置１００では、省電力モードを
継続させる。
【００７４】
　図６（ｄ）は、排紙センサ２３２が紙を検知し、紙が複数ユーザにより出力されたもの
であり、そのうちの一人のユーザが画像処理装置１００に出力した紙を取りに来たと判定
した場合のシーケンス図である。
　画像処理装置１００では、第一の人感センサ２３０が人を検知することにより、第二電
源部３０１に給電を行う。次に、画像処理装置１００では、第二の人感センサ２３１が人
を検知したが、排紙センサ２３２が紙を検知しているため、一時的に（第１の時間だけ）
第三電源部３０２への給電を遅延させる。そして、遅延させている間に、第二の人感セン
サ２３１が人を検知しない状態へ移行したため、画像処理装置１００では、省電力モード
を継続させる。
【００７５】
　図６（ｅ）は、排紙センサ２３２が紙を検知し、ユーザが画像処理装置１００に出力し
た紙を取りに来て且つ、画像処理装置を使用すると判定した場合のシーケンス図である。
　画像処理装置１００では、第一の人感センサ２３０が人を検知することにより、第二電
源部３０１に給電を行う。次に、画像処理装置１００では、第二の人感センサ２３１が人
を検知したが、排紙センサ２３２が紙を検知しているため、一時的に（第１の時間だけ）
第三電源部３０２への給電を遅延させる。そして、第三電源部３０２の給電が開始するま
でに（遅延の終了前に）、排紙センサ２３２により「紙無し」と判定されたが、「紙無し
」と判定されてから一定時間（第２の時間）以上、第二の人感センサ２３１が人を検知し
た状態が継続したため、画像処理装置１００では、第三電源部３０２に給電を行い、通常
電力モードへ移行する。
【００７６】
　図６（ｆ）は、排紙センサ２３２が紙を検知した状態で一定時間継続し、且つ省電力モ
ードへ移行したため、ユーザが画像処理装置１００に近づいてきた場合に、使用すると判
定した場合のシーケンス図である。
　通常電力モードにおいて、一定時間（第３の時間）以上、排紙センサ２３２が検知した
状態の場合、画像処理装置１００は、排紙フラグを「１」にする。そして、画像処理装置
１００は、省電力モードへの移行条件を満たした場合、画像処理装置１００は、省電力モ
ード１へ移行する。その後、画像処理装置１００は、第一の人感センサ２３０が人を検知
することにより、第二電源部３０１に供給を行い、省電力モード２へ移行する。そして、
画像処理装置１００は、排紙フラグが「１」であるため、排紙センサ２３２の検知がある
状態でも、第二の人感センサ２３１が検知することにより、第三電源部３０２に供給を行
う。
【００７７】
　以上のように、人感センサ二つと排紙センサを用いることで、画像処理装置１００に近
づいてきたユーザの用途を判定し、例えば胴内排紙部に排紙された用紙を取りに来た人を
判定し、不要な省電力モードからの復帰を防止することが可能である。そのため、ユーザ
の利便性の向上を図りつつ、不要な電力消費の低減と寿命のある装置部品の延命をするこ
とが可能となる。
【００７８】
　なお、本実施例の画像処理装置１００の構成は、図４Ａ、図４Ｂに示したような構成に
限定されるものではなく、図５、図６に示したような電源制御を実現できる構成であれば
よい。
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【実施例２】
【００７９】
　以下、実施例２について、実施例１との差異を説明する。
　実施例１では、二つの人感センサと排紙センサを用いて、不要な省電力モードからの復
帰を防ぐために、排紙センサ２３２（又は第二の人感センサ２３１）からの通常電力モー
ドへの復帰命令出力を制限する構成を示した。
　実施例２では、復帰命令出力を制限するのではなく、第二の人感センサ２３１への給電
を遅らせることで、不要な省電力モードからの復帰を防ぐものである。
　以下、実施例１との差異を説明する。
【００８０】
　図７Ａは、実施例２における画像処理装置１００の給電構成の一例を示すブロック図で
あり、図４Ａと同一のものには同一の符号を付してある。
　ＳＷ４２０は、第二の人感センサ２３１への給電をＯＮ／ＯＦＦするためのスイッチで
ある。ＳＷ３１１がオフ状態では、第二の人感センサ２３１は給電されない。ＳＷ３１１
がオンされると、第二電源部３０１から供給される電力が、第二の人感センサ２３１に給
電される。
【００８１】
　実施例２では、排紙センサ２３２の判定結果に基づいて、第二の人感センサ２３１への
給電を制御し、ＳＷ４２０のＯＮ／ＯＦＦによって給電状態を切り分ける。このＳＷ４２
０は、リレーやＦＥＴなど、給電状態を切り替えることの出来るデバイスであれば良い。
【００８２】
　第二の人感センサ２３１への給電を制御する排紙センサ２３２は、第二電源部３０１で
動作する。第二の人感センサ２３１への給電は、第二電源部３０１から第二の人感センサ
２３１への給電をＳＷ４２０で切り替えることにより制御する。
【００８３】
　省電力モード２において、排紙センサ２３２が「紙無し」と判定した場合には、排紙セ
ンサ２３２は、ＳＷ４２０をオンにする信号５３１をＳＷ４２０へ送信する。排紙センサ
２３２が「紙有り」と判定した場合には、ＳＷ４２０をオンするオン信号５３１の出力を
一時的に遅延させる。なお、遅延の条件については、図７Ｂを用いて後ほど詳細に説明す
る。
【００８４】
　ＳＷ４２０を通じて第二の人感センサ２３１が給電され、第二の人感センサ２３１が人
を検知した場合には、第二の人感センサ２３１からロジック３１３へ依頼命令５３０を送
信する。ロジック３１３は、通常電力モードへ移行する必要のある依頼信号（５０１～５
０４、５１１、５３０）を一つでも受信した場合に、電源制御部２０３へ移行依頼信号５
００を送信する。これにより、画像処理装置１００は通常電力モードへ移行する。以下、
実施例２の排紙センサ２３２と第二の人感センサ２３１についての詳細に説明する。
【００８５】
　図７Ｂは、実施例２における、排紙センサ２３２と第二の人感センサ２３１についての
詳細なブロック図である。なお、図７Ａには示していないが、実施例２では、図７Ｂに示
すように、第一の人感センサ２３０から出力信号５１１が、排紙センサ２３２に入力され
る構成となっている。
【００８６】
　排紙センサ２３２内にある検知部４１０は、胴内フィニッシャー１０３上の紙の有無を
示す信号５１８を状態判定部４１１へ出力する。状態判定部４１１は、検知部４１０の検
知状態に応じて、第二の人感センサ２３１の給電を制御する。以下、より具体的に説明す
る。
【００８７】
　状態判定部４０１は、信号５１８がＬｏｗの場合（検知部４１０が紙を検知していない
場合）、第一の人感センサ２３０から入力される信号５１１を、信号５１９として、出力
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判定部４１３へ出力する。出力判定部４１３は、状態判定部４０１からの入力信号５１９
がＨｉｇｈになると、オン信号５３１をＳＷ４２０に送信する。
【００８８】
　これにより、省電力モード２に移行した際に検知部４１０が紙を検知していない場合に
は、省電力モード２移行の直後に、第二の人感センサ２３１への給電が開始される。そし
て、第二の人感センサ２３１が人を検知すると、画像処理装置１００が通常電力モードへ
移行することになる。
【００８９】
　一方、信号５１８がＨｉｇｈの場合（検知部４１０が紙を検知している場合）、状態判
定部４１１は、第一の人感センサ２３０から入力される信号５１１を、信号５２０として
、遅延回路４１２へ出力する。遅延回路４１２は、状態判定部４１１から入力される信号
５２０を一定時間（例えば、人が第一の人感センサ２３０で検知されてから胴内フィニッ
シャー１０３から紙を取って第二の人感センサ２３１の検知範囲１１２（図２）から立ち
去るのに十分な時間を想定した第４の時間）だけ遅延させて信号５２１として、出力判定
部４１３へ出力する。出力判定部４１３は、遅延回路４１２からの入力信号５２１がＨｉ
ｇｈになると、オン信号５３１をＳＷ４２０に送信する。
【００９０】
　これにより、省電力モード２に移行した際に検知部４１０が紙を検知している場合には
、省電力モード２移行から一定時間（第４の時間）遅れて、第二の人感センサ２３１への
給電が開始されることになる。
【００９１】
　なお、第二の人感センサ２３１への給電を遅延させている間に、検知部４１０からの信
号５１８が検知状態（Ｈｉｇｈ）から非検知状態（Ｌｏｗ）へ変化した場合、状態判定部
４１１は、無効信号５２２をＨｉｇｈにして出力判定部４１３へ出力する。状態判定部４
１１は、一定時間（少なくとも、第４の時間）、無効信号５２２をＨｉｇｈ状態に保持す
る。出力判定部４１３は、無効信号５２２がＨｉｇｈ状態の場合、遅延信号５２１がＨｉ
ｇｈ状態になっても、依頼命令５３０を出力しない。また、状態判定部４１１は、一定時
間（例えば、第２の時間）、信号５１９、信号５２０の出力を行わない。即ち、少なくと
も第２の時間は、第二の人感センサ２３１への給電は開始されない。なお、状態判定部４
１１が無効信号５２２をＨｉｇｈ状態に保持している間でも、第一の人感センサ２３０が
人を検知しなくなると、画像処理装置１００は、省電力モード１に移行する。
【００９２】
　また、状態判定部４１１は、通常電力モードにおいて、信号５１８がＨｉｇｈの状態（
検知部４１０が紙を検知している状態）が一定時間（第３の時間）以上継続した場合、状
態判定部４１１内のレジスタ４１１ａに排紙フラグとして「１」を記憶する。そして、省
電力モードにおいて、状態判定部４１１は、排紙フラグが「１」の場合、信号５１８に関
係なく、信号５１９をＨｉｇｈ状態で出力する。このように、胴内フィニッシャー１０３
に紙が一定時間（第３の時間）以上放置されていた場合には、検知部４１０による紙の検
知状態に関係なく、第二の人感センサ２３１に給電することになる。
【００９３】
　以上のように出力判定部４１３は、状態判定部４１１の結果と遅延回路４１２の結果を
元に、第二の人感センサ２３１への給電状態を切り替えるＳＷ４２０へ信号出力する。第
二の人感センサ２３１は、ＳＷ４２０を経由した第二電源部３０１から給電されて動作す
る。
【００９４】
　図８は、実施例２における画像処理装置１００のセンサ電源制御の一例を示すフローチ
ャートである。以下、実施例１（図５）との差異のみを記載する。
　画像処理装置１００は、通常電力モードから省電力モードへ移行しない場合（Ｓ１１で
Ｎｏの場合）、即ち、通常電力モードの場合、Ｓ１２～Ｓ１５に示す処理を実行する。な
お、Ｓ１２～Ｓ１５は、図５と同等の処理であるので説明は省略する。
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【００９５】
　また、通常電力モードから省電力モードへ移行した場合（Ｓ１１でＹｅｓの場合）、即
ち、省電力モードの場合、画像処理装置１００は、Ｓ１６以降に示す処理を実行する。な
お、Ｓ１６～Ｓ１８は、図５と同等の処理であるので説明は省略する。
【００９６】
　なお、実施例２では、第二電源部３０１への給電が開始されると、排紙センサ２３２へ
の給電が開始され、起動される。
　排紙センサ２３２は、上述した排紙フラグが「１」であると判定した場合（Ｓ２０でＹ
ｅｓの場合）、オン信号５３１を出力し、第二の人感センサ２３１への給電を開始させる
（Ｓ３０）。詳細には、状態判定部４１１が、出力信号５１９をＨｉｇｈ状態で出力判定
部４０３に出力し、出力判定部４０３がオン信号５３１を出力する。これにより、ＳＷ４
２０がＯＮとなり、第二の人感センサ２３１への給電を開始される。
【００９７】
　一方、排紙フラグが「１」でないと判定した場合（Ｓ２０でＮｏの場合）、排紙センサ
２３２は、検知部４１０が胴内フィニッシャー１０３上の用紙を検知した（排紙有り）か
否（排紙無し）かに基づいて制御を行う。
【００９８】
　排紙センサ２３２は、「排紙有り」と判定した場合（Ｓ２１でＹｅｓ）、第二の人感セ
ンサ２３１への給電を遅延させるための制御を行う。詳細には、状態判定部４１１が、出
力信号５２０をＨｉｇｈ状態として遅延回路４１２に出力する。さらに、状態判定部４１
１は、「排紙有り」の状態が一定時間（遅延回路４１２の遅延時間（第４の時間））経過
したかを判定する（Ｓ２２）。
【００９９】
　そして、まだ「排紙有り」の状態が一定時間経過していないと判定した場合（Ｓ２２で
Ｎｏの場合）、排紙センサ２３２（詳細には状態判定部４０１）は、Ｓ２２に処理を戻し
、一定時間経過の判定を続ける。なお、画像処理装置１００全体では、Ｓ１６に処理を戻
す。
【０１００】
　また、「排紙無し」（Ｓ２１でＮｏ）、且つ排紙状態が変化した（Ｓ３１でＹｅｓ）と
判定した場合、即ち、上記一定時間の経過中に「排紙有り」から「排紙無し」へ状態が変
化したと判定した場合、画像処理装置１００は、近づいてきた人が印刷物を取りに来たと
判断し、上記一定時間（第４の時間）の経過の判定を中止し、一定時間（第２の時間）、
省電力モードを継続させ（Ｓ３２）、Ｓ１６に処理を戻す。詳細には、状態判定部４１１
が、一定時間（第４の時間）、無効信号５２２（Ｈｉｇｈ状態）を出力判定部４１３へ送
信するとともに、一定時間（第２の時間）、信号５１９、５２０の出力を行わないように
制御する。なお、図示しないが、状態判定部４１１が無効信号５２２をＨｉｇｈ状態に保
持している間でも、第一の人感センサ２３０が人を検知しなくなると、画像処理装置１０
０は、省電力モード１に移行する。これにより、一定時間（第２の時間）、省電力モード
１又は２が継続される。そして、画像処理装置１００全体では、Ｓ１６以降に示す処理を
実行することとなる。
【０１０１】
　また、「排紙無し」（Ｓ２１でＮｏ）、且つ排紙状態変化でない（Ｓ３１でＮｏ）と判
定した場合、例えば、省電力モード２に移行した直後、又は、上記Ｓ３２の省電力モード
継続処理が終わった直後に「排紙無し」と判定した場合、オン信号５３１を出力し、第二
の人感センサ２３１への給電を開始させる（Ｓ３０）。
【０１０２】
　そして、給電開始された第二の人感センサ２３１が人を検知していない場合（Ｓ１９で
Ｎｏの場合）、画像処理装置１００は、Ｓ１６に処理を戻す。
　一方、第二の人感センサ２３１が、人を検知した場合（Ｓ１９でＹｅｓの場合）、第二
の人感センサ２３１から依頼命令５３０をロジック３１３へ送信し、通常電力モードに移
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行させる（Ｓ２３）。
【０１０３】
　図９は、実施例２における画像処理装置１００の電源状態とセンサの検知状態の一例を
示すシーケンス図である。
　図９（ａ）は、排紙センサ２３２が紙を検知していない場合のシーケンス図である。
　画像処理装置１００は、第一の人感センサ２３０が人を検知することで、第二電源部３
０１に給電を行う。次に、画像処理装置１００は、排紙センサ２３２の検知がない状態で
あるため、第二の人感センサ２３１に給電を行う。さらに、画像処理装置１００は、第二
の人感センサ２３１が人を検知することで、第三電源部３０２に給電を行う。
【０１０４】
　図９（ｂ）は、排紙センサ２３２が紙を検知しているが、ユーザが画像処理装置１００
を使用するために近づいてきたと判定した場合のシーケンス図である。
　画像処理装置１００は、第一の人感センサ２３０が人を検知することで、第二電源部３
０１に給電を行う。次に、画像処理装置１００は、排紙センサ２３２が紙を検知している
ため、一時的に（第４の時間だけ）第二の人感センサ２３１への給電を遅延させる。さら
に、画像処理装置１００は、排紙センサ２３２の反応に変化はなく、第一の人感センサ２
３０が検知を継続しているため、第二の人感センサ２３１に給電を行う。さらに、画像処
理装置１００は、第二の人感センサ２３１が検知しているため、第三電源部３０２に給電
を行い、通常電力モードへ移行する。
【０１０５】
　図９（ｃ）は排紙センサ２３２が紙を検知し、ユーザが画像処理装置１００に出力した
紙を取りに来たと判定した場合のシーケンス図である。
　画像処理装置１００は、第一の人感センサ２３０が人を検知することで、第二電源部３
０１に給電を行う。次に、画像処理装置１００は、排紙センサ２３２が紙を検知している
ため、一時的に（第４の時間だけ）第二の人感センサ２３１への給電を遅延させる。そし
て、画像処理装置１００は、第三電源部３０２の給電が開始するまでに排紙センサ２３２
が「紙無し」と判定されたため、一定時間（第２の時間）、第二の人感センサ２３１への
給電は行わない。そして遅延させている間に、第一の人感センサ２３０が人を検知しない
状態へ移行したため、画像処理装置１００は、省電力モード１へ移行する。
【０１０６】
　図９（ｄ）は、排紙センサ２３２が紙を検知し、紙が複数ユーザにより出力されたもの
であり、そのうちの一人のユーザが画像処理装置１００に出力した紙を取りに来たと判定
した場合のシーケンス図である。
　画像処理装置１００は、第一の人感センサ２３０が人を検知したことで、第二電源部３
０１に給電を行う。次に、画像処理装置１００は、排紙センサ２３２が紙を検知している
ため、一時的に（第４の時間だけ）第二の人感センサ２３１への給電を遅延させる。さら
に、画像処理装置１００は、遅延させている間に、第一の人感センサ２３０が人を検知し
ない状態へ移行したため、省電力モードへ移行する。
【０１０７】
　図９（ｅ）は、排紙センサ２３２が紙を検知し、ユーザが画像処理装置１００に出力し
た紙を取りに来て且つ、画像処理装置１００を使用すると判定した場合のシーケンス図で
ある。
　画像処理装置１００は、第一の人感センサ２３０が人を検知したことで、第二電源部３
０１に給電を行う。次に、画像処理装置１００は、排紙センサ２３２が紙を検知している
ため、一定時間（第４の時間だけ）、人感センサ２３１への給電を遅延させる。さらに、
画像処理装置１００は、第三電源部３０２の給電が開始するまでに排紙センサ２３２が「
紙無し」と判定されたが、その後、一定時間（第２の時間）以上第二の人感センサ２３１
が人を検知した状態が継続したため、第二の人感センサ２３１に給電を行う。そして、画
像処理装置１００は、第二の人感センサ２３１が人を検知しているので、第三電源部３０
２に給電を行い、通常電力モードへ移行する。
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【０１０８】
　図９（ｆ）は、排紙センサ２３２が紙を検知した状態で一定時間継続し、且つ省電力モ
ードへ移行したため、ユーザが画像処理装置１００に近づいてきた場合に、使用すると判
定した場合のシーケンス図である。
　通常電力モードにおいて、一定時間（第３の時間）以上、排紙センサ２３２が検知した
状態の場合、画像処理装置１００は、排紙フラグを「１」にする。そして、画像処理装置
１００は、省電力モードへの移行条件を満たした場合、画像処理装置１００は、省電力モ
ード１へ移行する。その後、画像処理装置１００は、第一の人感センサ２３０が人を検知
することで、第二電源部３０１に給電を行い、省電力モード２へ移行する。
　そして、画像処理装置１００は、排紙センサ２３２の検知がある状態でも第二の人感セ
ンサ２３１に給電を行う。そして、画像処理装置１００は、排紙フラグが「１」であるた
め、第二の人感センサ２３１が検知することで、第三電源部３０２に給電を行い、通常電
力モードへ移行する。
【０１０９】
　以上のように、二つの人感センサと排紙センサを用いることで、画像処理装置１００に
近づいてきたユーザの用途を判定し、例えば胴内排紙部に排紙された用紙を取りに来た人
を判定し、第二の人感センサ２３１への給電を遅延させることにより、不要な省電力モー
ドからの復帰を防止することが可能である。そのため、ユーザの利便性の向上を図りつつ
、不要な電力消費の低減と寿命のある装置部品の延命をすることが可能となる。
【０１１０】
　なお、本実施例の画像処理装置１００の構成は、図７Ａ、図７Ｂに示したような構成に
限定されるものではなく、図８、図９に示したような電源制御を実現できる構成であれば
よい。
【実施例３】
【０１１１】
　実施例３については、実施例１との差異を説明する。
　実施例１では、二つの人感センサと排紙センサを用いて、不要な省電力モードからの復
帰を防ぐために、排紙センサ２３２（又は第二の人感センサ２３１）からの通常電力モー
ドへの復帰命令出力を制限する構成を示した。
　実施例３では、復帰命令出力を制限するのではなく、排紙センサを二つ使用することで
、第一の排紙センサ２３２での検知状況により復帰を遅延させている間に、第二の排紙セ
ンサ２３３の検知状況で不要な省電力モードからの復帰を制限するものである。このよう
な構成を取ることで、より正確に画像処理装置１００へ近づいてきた人の用途を判定する
ことを可能とし、利便性を確保することが可能となる。
　以下、実施例１との差異を説明する。
【０１１２】
　図１０は、実施例３における画像処理装置１００のハードウェア構成の一例を示すブロ
ック図である。実施例１，２との差分は、第二の排紙センサ２３３を構成に含む点である
。
【０１１３】
　「通常電力モード」では、図１０（Ａ）に示す全てのブロックに電源が供給されている
。「省電力モード１」では、図１０（Ｂ）でグレー表示されたブロックへは給電されない
。「省電力モード２」では、図１０（Ｃ）でグレー表示されたブロックへは給電されない
。
　第二の排紙センサ２３３は、通常電力モードと省電力モード２で給電される。
【０１１４】
　以下、図１１Ａ、図１１Ｂを用いて、実施例３における、センサを用いた電力モード移
行に関して、詳細に説明する。
　図１１Ａは、実施例３における画像処理装置１００の給電構成の一例を示すブロック図
であり、図１０と同一のものには同一の符号を付してある。
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【０１１５】
　実施例３では、第一の排紙センサ２３２、第二の排紙センサ２３３、及び第二の人感セ
ンサ２３１の判定結果によって給電状態を切り替える。
　第二の人感センサ２３１、第一の排紙センサ２３２、及び第二の排紙センサ２３３は、
第二電源部３０１から給電される。
【０１１６】
　第一の排紙センサ２３２は、第一の排紙センサ２３２での検知結果が「紙無し」の場合
には、第二の人感センサ２３１で人が検知されている場合、ＳＷ３１２をオンにする依頼
信号５４０をロジック３１３へ送信する。第一の排紙センサ２３２は、第一の排紙センサ
２３２での検知結果が「紙有り」の場合には、ＳＷ３１１をオンする依頼信号５４０を出
力するのを遅延させる。
【０１１７】
　依頼信号５４０を出力するのを遅延させている間に、第二の排紙センサ２３３が紙を取
る手を検知した場合には、第一の排紙センサ２３２は、遅延させている依頼信号５４０の
出力を無効にする。なお、ＳＷ３１３をオンする依頼信号５４０を遅延または無効にする
条件については、図１１Ｂを用いて後ほど詳細に説明する。
【０１１８】
　第二の排紙センサ２３３の検知結果は、信号５４１を用いて、第一の排紙センサ２３２
へ送信される。第二の人感センサ２３１の検知結果は、信号５４２を用いて、第一の排紙
センサ２３２へ送信される。
【０１１９】
　図１１Ｂは、実施例３における、排紙センサ２３２と第二の人感センサ２３１、第二の
排紙センサ２３３についての詳細なブロック図である。
　第一の排紙センサ２３２内にある検知部４３０は、胴内フィニッシャー１０３上の紙の
有無を示す信号５１８を状態判定部４３１へ出力する。
　状態判定部４３１は、検知部４３０、第二の排紙センサ２３３、及び第二の人感センサ
２３１からの信号を元に、遅延回路４１２または出力判定部４１３へ信号出力する。以下
、具体的に説明する。
【０１２０】
　状態判定部４３１は、信号５１８がＬｏｗの場合（検知部４３０が紙を検知していない
場合）、第二の人感センサ２３１から入力される信号５４２を、信号５１９として、出力
判定部４０３へ出力する。出力判定部４３３は、状態判定部４３１からの入力信号５１９
がＨｉｇｈ（第二の人感センサ２３１が人を検知している）になると、依頼命令５４０を
ロジック３１３に送信する。これにより、電源制御部２０３からＳＷ３１２にオン命令５
１３が送信され、第三電源部３０２が給電され、画像処理装置１００が通常電力モードへ
移行することになる。
【０１２１】
　一方、信号５１８がＨｉｇｈの場合（検知部４３０が紙を検知している場合）、状態判
定部４３１は、第二の人感センサ２３１から入力される信号５４２を、信号５２０として
、遅延回路４３２へ出力する。遅延回路４３２は、状態判定部４３１から入力される信号
５２０を一定時間（例えば、人が第二の人感センサ２３１で検知されてから第二の排紙セ
ンサ２３３の検知範囲１１０（図２）に手を入れるのに十分な時間を想定した第５の時間
）だけ遅延させて信号５２１として、出力判定部４３３へ出力する。出力判定部４３３は
、遅延回路４３２からの入力信号５２１がＨｉｇｈ（第二の人感センサ２３１が人を検知
している）になると、依頼命令５４０をロジック３１３に送信する。これにより、第二の
人感センサ２３１が人を検知してから一定時間（第５の時間）遅れて、電源制御部２０３
からＳＷ３１２にオン命令５１３が送信され、第三電源部３０２が給電され、画像処理装
置１００が通常電力モードへ移行することになる。
【０１２２】
　なお、第三電源部３０２への給電を遅延させている間に（第５の時間が経過するまでの
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間に）、検知部４３０からの信号５１８が検知から非検知に変化した（ＨｉｇｈからＬｏ
ｗに変化した）場合、又は、第二の排紙センサ２３３が手を検知した（信号５４１がＨｉ
ｇｈとなった）場合には、状態判定部４３１は、遅延回路４３２からの遅延信号５２１を
無効にする無効信号５２２をＨｉｇｈ状態にして出力判定部４３３へ送信する。出力判定
部４３３は、無効信号５２２がＨｉｇｈ状態の場合、遅延信号５２１がＨｉｇｈ状態とな
っても、依頼命令５４０を出力しない。なお、状態判定部４３１は、一定時間（少なくと
も第５の時間）、無効信号５２２をＨｉｇｈ状態に保持する。また、状態判定部４０１は
、一定時間（例えば、人の手が第二の排紙センサ２３３で検知されてから紙を取って第二
の人感センサ２３１の検知範囲１１２（図２）から立ち去るのに十分な時間を想定した第
６の時間）、信号５１９、信号５２０の出力を行わない。即ち、一定時間（第６の時間）
、省電力モードが維持される。なお、状態判定部４３１が無効信号５２２をＨｉｇｈ状態
に保持している間に、第一の人感センサ２３０が人を検知しなくなると、画像処理装置１
００は、省電力モード１に移行する。
【０１２３】
　また、第三電源部３０２への給電を遅延させている間に（第１定時間が経過するまでの
間に）、第二の人感センサ２３１からの信号５４２が検知状態（Ｈｉｇｈ）から非検知状
態（Ｌｏｗ）へ変化した場合、状態判定部４３１は、無効信号５２２を出力判定部４１３
へ送信する。なお、状態判定部４３１は、一定時間（少なくとも第１の時間）、無効信号
５２２をＨｉｇｈ状態に保持する。
【０１２４】
　また、状態判定部４３１は、通常電力モードにおいて、信号５１８がＨｉｇｈの状態（
検知部４３０が紙を検知している状態）が一定時間（第３の時間）以上継続した場合、状
態判定部４３１内のレジスタ４３１ａに排紙フラグとして「１」を記憶する。そして、省
電力モードにおいて、状態判定部４３１は、排紙フラグが「１」の場合、信号５１８に関
係なく、第二の人感センサ２３１から入力される信号５１５を、信号５１９として出力判
定部４３３へ出力する。このように、胴内フィニッシャー１０３に紙が一定時間（第３の
時間）以上放置されていた場合には、検知部４３０による紙の検知状態に関係なく、第二
の人感センサ２３１が人を検知した場合には、通常電力モードへ移行することになる。
【０１２５】
　図１２は、実施例３における画像処理装置１００のセンサ電源制御の一例を示すフロー
チャートである。以下、実施例１（図５）との差異のみを記載する。
　画像処理装置１００は、通常電力モードから省電力モードへ移行しない場合（Ｓ１１で
Ｎｏの場合）、即ち、通常電力モードの場合、Ｓ１２～Ｓ１５に示す処理を実行する。な
お、Ｓ１２～Ｓ１５は、図５と同等の処理であるので説明は省略する。
【０１２６】
　また、通常電力モードから省電力モードへ移行した場合（Ｓ１１でＹｅｓの場合）、即
ち、省電力モードの場合、画像処理装置１００は、Ｓ１６以降に示す処理を実行する。な
お、Ｓ１６～Ｓ２１は、図５と同等の処理であるので説明は省略する。
【０１２７】
　排紙センサ２３２は、検知部４３０が胴内フィニッシャー１０３上の用紙を検知した（
排紙有り）か否（排紙無し）かに基づいて制御を行う。
　排紙センサ２３２は、検知部４３０が胴内フィニッシャー１０３上の用紙を検知してい
る（排紙有り）と判定した場合（Ｓ２１でＹｅｓの場合）、通常電力モードへの移行を遅
延させるための制御を行う。詳細には、状態判定部４３１が、第二の人感センサ２３１か
らの入力信号５１５を出力信号５２０として遅延回路４３２に出力する。さらに、状態判
定部４３１は、第二の排紙センサ２３３が手を検知していない（手検知無し）、且つ「排
紙有り」の状態で、一定時間（遅延回路４３２の遅延時間（第５の時間））経過したかを
判定する（Ｓ４０，Ｓ２２）。
【０１２８】
　そして、「手検知無し」且つ「排紙有り」の状態で一定時間経過したと判定した場合（
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Ｓ４０でＮｏ且つＳ２２でＹｅｓの場合）、Ｓ４２に処理が移行する。
　Ｓ４２では、排紙センサ２３２は、第二の人感センサ２３１が人を検知していると判定
した場合（Ｓ４２でＹｅｓの場合）、依頼命令５４０を出力し、通常電力モードに移行さ
せる（Ｓ２３）。詳細には、遅延回路４３２から、Ｈｉｇｈ状態の出力信号５２１が出力
判定部４０３に出力され、出力判定部４３３が依頼命令５４０を出力する。これにより、
通常電力モードへ移行する。
【０１２９】
　一方、第二の人感センサ２３１が人を検知していない場合（Ｓ４２でＮｏの場合）、画
像処理装置１００は、Ｓ１６に処理を戻す。
　また、一定時間の経過前に、「手検知有り」に状態変化した、又は「排紙無し」に状態
変化した場合（Ｓ４０Ｙｅｓの場合）、画像処理装置１００は、近づいてきた人が印刷物
を取りに来たと判断し、一定時間（ここでは、第６の時間）、省電力モード１又は２を継
続させ（Ｓ４１）、Ｓ１６に処理を移す。これは、手を検知してすぐにＳ１６へ移行して
、Ｓ２１で「排紙無し」と判定された場合の不要な通常電力モードへの移行を防止するこ
とを目的としている。
【０１３０】
　詳細には、状態判定部４３１が、少なくとも第５の時間、無効信号５２２（Ｈｉｇｈ）
を遅延回路４３２へ送信するとともに、一定時間（第６の時間）、信号５１９、５２０の
出力を行わないように制御する（Ｓ４１）。なお、図示しないが、状態判定部４３１が無
効信号５２２をＨｉｇｈ状態に保持している間でも、第一の人感センサ２３０が人を検知
しなくなると、画像処理装置１００は、省電力モード１に移行する。これにより、一定時
間（第６の時間）、省電力モード１又は２が継続される。そして、画像処理装置１００全
体では、Ｓ１６以降に示す処理を実行することとなる。
【０１３１】
　図１３は、実施例３における画像処理装置１００の電源状態とセンサの検知状態の一例
を示すシーケンス図である。
　図１３（ａ）は、第一の排紙センサ２３２が紙を検知していない場合のシーケンス図で
ある。
　画像処理装置１００は、第一の人感センサ２３０が人を検知することで、第二電源部３
０１に給電を行う。次に、画像処理装置１００は、第一の排紙センサ２３２の検知がない
状態で第二の人感センサ２３１が検知したため、第三電源部３０２に給電を行い、通常電
力モードへ移行する。
【０１３２】
　図１３（ｂ）は第一の排紙センサ２３２が紙を検知して、ユーザが画像処理装置１００
を使用するために近づいてきたと判定した場合のシーケンス図である。
　画像処理装置１００は、第一の人感センサ２３０が人を検知することで、第二電源部３
０１に給電を行う。次に、画像処理装置１００は、第一の排紙センサ２３２が紙を検知し
た状態で、第二の人感センサ２３１が人を検知したため、一時的に（第５の時間だけ）、
第三電源部３０２への給電を遅延させる。そして、画像処理装置１００は、第三電源部３
０２の給電が開始するまで、第二の排紙センサ２３３がユーザが紙を取る手を検知してい
ないため、第三電源部３０２への給電を行い、通常電力モードを維持する。
【０１３３】
　図１３（ｃ）は、第一の排紙センサ２３２が紙を検知して、ユーザが画像処理装置１０
０に印刷した出力を取りに来るために近づいてきたと判定した場合のシーケンス図である
。
　画像処理装置１００は、第一の人感センサ２３０が人を検知することで、第二電源部３
０１に給電を行う。次に、画像処理装置１００は、第一の排紙センサ２３２が紙を検知し
た状態で、第二の人感センサ２３１が人を検知したため、一時的に（第５の時間だけ）、
第三電源部３０２への給電を遅延させる。さらに、画像処理装置１００は、第三電源部３
０２の給電が開始する前に、第二の排紙センサ２３３がユーザが紙を取る手を検知したた
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め、第三電源部３０２への給電を無効にして省電力モードを維持する。
【０１３４】
　図１３（ｄ）は、第一の排紙センサ２３２が紙を検知し、ユーザが画像処理装置１００
に出力した紙を取りに来て且つ、画像処理装置を使用すると判定した場合のシーケンス図
である。
　画像処理装置１００は、第一の人感センサ２３０が人を検知することで、第二電源部３
０１に給電を行う。次に、画像処理装置１００は、第二の人感センサ２３１が人を検知し
たが、第一の排紙センサ２３２が紙を検知しているため、一時的に（第５の時間だけ）、
第三電源部３０２への給電を遅延させる。さらに、画像処理装置１００は、第三電源部３
０２の給電が開始する前に、第二の排紙センサ２３３がユーザが紙を取る手を検知したた
め、一定時間（第６の時間）、省電力モードを維持する。そして、画像処理装置１００は
、省電力モードを維持している間、第二の人感センサ２３１が人を検知状態が継続したた
め、画像処理装置１００を使用すると判定し、第三電源部３０２へ給電を行い、通常電力
モードへ移行する。
【０１３５】
　図１３（ｅ）は第一の排紙センサ２３２が紙を検知した状態で一定時間継続し、且つ省
電力モードへ移行したため、ユーザが画像処理装置１００に近づいてきた場合に、使用す
ると判定した場合のシーケンス図である。
　画像処理装置１００は、一定時間（第３の時間）以上、第一の排紙センサ２３２が検知
した状態の場合、画像処理装置１００は、排紙フラグを「１」にする。そして、画像処理
装置１００は、省電力モードへの移行条件を満たした場合、画像処理装置１００は、省電
力モード１へ移行する。
　その後、画像処理装置１００は、第一の人感センサ２３０が人を検知することで、第二
電源部３０１に給電を行い、省電力モード２へ移行する。そして、画像処理装置１００は
、排紙フラグが「１」であるため、第一の排紙センサ２３２の検知がある状態でも第二の
人感センサ２３１が検知することで、第三電源部３０２に給電を行い、通常電力モードへ
移行する。
【０１３６】
　以上のように、人感センサ二つと排紙センサ二つを用いることで、画像処理装置１００
に近づいてきたユーザの用途を、より正確に素早く判定し、例えば胴内排紙部に排紙され
た用紙を取りに来た人をより確実に判定し、不要な省電力モードからの復帰を防止するこ
とが可能である。そのため、ユーザの利便性の向上を図りつつ、不要な電力消費の低減と
寿命のある装置部品の延命をすることが可能となる。
【０１３７】
　なお、本実施例の画像処理装置１００の構成は、図１１Ａ、図１１Ｂに示したような構
成に限定されるものではなく、図１２、図１３に示したような電源制御を実現できる構成
であればよい。
【実施例４】
【０１３８】
　実施例４については、実施例３との差異を説明する。
　実施例３では、排紙センサを二つ使用することで、第一の排紙センサ２３２での検知状
況により復帰を遅延させている間に、第二の排紙センサ２３３の検知状況で不要な省電力
モードからの復帰を制限する構成を示した。
　実施例４では、第二の排紙センサ２３３への給電を第一の排紙センサ２３２の検知状況
で切り替えることで、より省電力で復帰命令出力の制御を可能としたものである。このよ
うな構成を取ることで、省電力で画像処理装置１００へ近づいてきた人の用途を、より正
確に判定することを可能とし、利便性を確保することが可能となる。
　以下、実施例３との差異を説明する。
【０１３９】
　以下、図１４Ａ、図１４Ｂを用いて、実施例４における、センサを用いた電力モード移
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行に関して、詳細に説明する。
　図１４Ａは、実施例４における画像処理装置１００の給電構成の一例を示すブロック図
であり、図１１Ａと同一のものには同一の符号を付してある。
　実施例４では、第一の排紙センサ２３２の検知状態によって、ＳＷ４５０にＯＮ／ＯＦ
Ｆ信号５５０を送信して、第二の排紙センサ２３３への給電状態を切り替える。このＳＷ
４５０には、リレーやＦＥＴなど、給電状態を切り替えることの出来るデバイスであれば
良い。
　第二の人感センサ２３１、第一の排紙センサ２３２、第二の排紙センサ２３３は、第二
電源部３０１で供給される。
【０１４０】
　図１４Ｂは、実施例４における、第一の排紙センサ２３２と第二の人感センサ２３１、
第二の排紙センサ２３３についての詳細なブロック図である。
　第一の排紙センサ２３２内にある検知部４５１は、胴内フィニッシャー１０３内の紙の
有無を示す信号５１８を状態判定部４５２へ出力する。
【０１４１】
　状態判定部４５２は、検知部４５１の紙検知状態を判定し、検知部４５１が紙を検知し
ていない場合には、第二の排紙センサ２３３に給電させる。一方、検知部４５１が紙を検
知している場合には、状態判定部４５２は、第二の排紙センサ２３３への給電を一時的に
遅らせるように制御する。以下、より具体的に説明する。
【０１４２】
　状態判定部４５２は、信号５１８がＬｏｗの場合（検知部４５１が紙を検知していない
場合）、ＳＷ４５０へＯＮ信号５５０を送信する。一方、信号５１８がＨｉｇｈの場合（
検知部４１０が紙を検知している場合）、状態判定部４５２は、ＳＷ４５０へＯＦＦ信号
を送信する。
【０１４３】
　この時、検知部４５１が検知から非検知へ移行した場合には、一定時間状態を維持させ
ても良い。これは、紙なしを検知してすぐに第二の人感センサ２３１の反応を受けて復帰
してしまう可能性があるため、不要な通常電力モードへの移行を防ぐことを目的とする。
　その他の処理は、実施例３と同様のため説明を省略する。
【０１４４】
　図１５は、実施例４における画像処理装置１００のセンサ電源制御の一例を示すフロー
チャートである。以下、実施例３（図１２）との差異のみを記載する。
　画像処理装置１００は、通常電力モードから省電力モードへ移行しない場合（Ｓ１１で
Ｎｏの場合）、即ち、通常電力モードの場合、Ｓ１２～Ｓ１５に示す処理を実行する。な
お、Ｓ１２～Ｓ１５は、図１２と同等の処理であるので説明は省略する。
【０１４５】
　また、通常電力モードから省電力モードへ移行した場合（Ｓ１１でＹｅｓの場合）、即
ち、省電力モードの場合、画像処理装置１００は、Ｓ１６以降に示す処理を実行する。な
お、Ｓ１６～Ｓ２１は、図５と同等の処理であるので説明は省略する。
【０１４６】
　排紙センサ２３２は、検知部４５１が胴内フィニッシャー１０３上の用紙を検知した（
排紙有り）か否（排紙無し）かに基づいて制御を行う。
　排紙センサ２３２は、検知部４５１が胴内フィニッシャー１０３上の用紙を検知してい
る（排紙有り）と判定した場合（Ｓ２１でＹｅｓの場合）、オン信号５５０を出力し、第
二の排紙センサ２３３への給電を開始させ（Ｓ３０）、Ｓ４０へ移行する。詳細には、状
態判定部４５２が、ＳＷ４５０へＯＮ信号５５０を送信する。これにより、ＳＷ４５０が
ＯＮとなり、第二の排紙センサ２３３への給電を開始される。
　なお、Ｓ４０，４１，２２，２３は、図１２と同等の処理であるので説明は省略する。
【０１４７】
　図１６は、実施例４における画像処理装置１００の電源状態とセンサの検知状態の一例
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を示すシーケンス図である。
　図１６（ａ）は、第一の排紙センサ２３２が紙を検知していない場合のシーケンス図で
ある。
　画像処理装置１００は、第一の人感センサ２３０が人を検知することで、第二電源部３
０１に給電を行う。次に、画像処理装置１００は、第一の排紙センサ２３２の検知がない
ため、第二の排紙センサ２３３には給電しない。そして、画像処理装置１００は、第二の
人感センサ２３１が人を検知したため、第三電源部３０２に給電を行い、通常電力モード
へ移行する。
【０１４８】
　図１６（ｂ）は、第一の排紙センサ２３２が紙を検知して、ユーザが画像処理装置１０
０を使用するために近づいてきたと判定した場合のシーケンス図である。
　画像処理装置１００は、第一の人感センサ２３０が人を検知することで、第二電源部３
０１に給電を行う。次に、画像処理装置１００は、第一の排紙センサ２３２が紙を検知し
たため、第二の排紙センサ２３３に給電を行う。
【０１４９】
　そして、画像処理装置１００は、第二の人感センサ２３１が人を検知したが、第一の排
紙センサ２３２が紙を検知しているため、一時的に（第５の時間だけ）、第三電源部３０
２への給電を遅延させる。そして、画像処理装置１００は、第三電源部３０２の給電が開
始するまで、第二の排紙センサ２３３がユーザの紙を取る手を検知していないため、且つ
、第一の排紙センサ２３２が紙を検知しているため、第三電源部３０２への給電を行い、
通常電力モードへ移行する。
【０１５０】
　図１６（ｃ）は、第一の排紙センサ２３２が紙を検知して、ユーザが画像処理装置１０
０に印刷した出力を取りに来るために近づいてきたと判定した場合のシーケンス図である
。
　画像処理装置１００は、第一の人感センサ２３０が人を検知することで、第二電源部３
０１に給電を行う。次に、画像処理装置１００は、第一の排紙センサ２３２が紙を検知し
たため、第二の排紙センサ２３３に給電を行う。
【０１５１】
　そして、画像処理装置１００は、第二の人感センサ２３１が人を検知したが、第一の排
紙センサ２３２が紙を検知しているため、一時的に（第５の時間だけ）、第三電源部３０
２への給電を遅延させる。そして、画像処理装置１００は、第三電源部３０２の給電が開
始する前に、第二の排紙センサ２３３がユーザが紙を取る手を検知し、且つ、第二の人感
センサ２３１が人を検知しなくなったため、第三電源部３０２への給電を無効にして省電
力モードを維持する。
【０１５２】
　なお、第二の排紙センサ２３３が手を検知して一定時間、その時の電力状態を維持させ
ても良い（第二の排紙センサ２３３への給電も含めて維持する）。これは、第二の排紙セ
ンサ２３３が手を検知から非検知に変化した場合に第二の人感センサ２３１が検知状態を
維持していた場合の不要な通常電力モードへの移行を防止することを目的とする。
【０１５３】
　図１６（ｄ）は、第一の排紙センサ２３２が紙を検知し、ユーザが画像処理装置１００
に出力した紙を取りに来て且つ、画像処理装置を使用すると判定した場合のシーケンス図
である。
　画像処理装置１００は、第一の人感センサ２３０が人を検知することで、第二電源部３
０１に給電を行う。次に、画像処理装置１００は、第一の排紙センサ２３２が紙を検知し
たため、第二の排紙センサ２３３に給電を行う。
【０１５４】
　次に、画像処理装置１００は、第二の人感センサ２３１が人を検知したが、第一の排紙
センサ２３２が紙を検知しているため、一時的に、第三電源部３０２への給電を遅延させ
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る。
　そして、画像処理装置は、遅延させている間に、第二の排紙センサ２３３が手を検知し
たが、一定時間（第６の時間）以上、第二の人感センサ２３１が人を検知した状態が継続
したため、画像処理装置１００を使用すると判定し、第三電源部３０２に給電を行い、通
常電力モードへ移行する。
【０１５５】
　図１６（ｅ）は、第一の排紙センサ２３２が紙を検知した状態で一定時間継続し、且つ
省電力モードへ移行したため、ユーザが画像処理装置１００に近づいてきた場合に、使用
すると判定した場合のシーケンス図である。
　通常電力モードにおいて、一定時間（第３の時間）以上、第一の排紙センサ２３２が検
知した状態の場合、画像処理装置１００は、排紙フラグを「１」にする。そして、画像処
理装置１００は、省電力モードへの移行条件を満たした場合、省電力モード１へ移行する
。その後、画像処理装置１００は、第一の人感センサ２３０が人を検知することにより、
第二電源部３０１に供給を行い、省電力モード２へ移行する。
【０１５６】
　次に、画像処理装置１００は、第一の排紙センサ２３２が紙を検知したため、第二の排
紙センサ２３３に給電を行う。また、画像処理装置１００は、排紙フラグが「１」である
ため、第一の排紙センサ２３２の検知がある状態でも、第二の人感センサ２３１が検知す
ることにより、第三電源部３０２に供給を行う。
【０１５７】
　以上のように、人感センサ二つと排紙センサ二つと第二の排紙センサ２３３への給電Ｓ
Ｗ４５０を用いることで、省電力で画像処理装置１００に近づいてきたユーザのより正確
に素早く用途を判定し、例えば胴内排紙部に排紙された用紙を取りに来た人をより正確に
素早く判定し、不要な省電力モードからの復帰を防止することが可能である。そのため、
ユーザの利便性の向上を図りつつ、不要な電力消費の低減と寿命のある装置部品の延命を
することが可能となる。
【０１５８】
　なお、本実施例の画像処理装置１００の構成は、図１４Ａ、図１４Ｂに示したような構
成に限定されるものではなく、図１５、図１６に示したような電源制御を実現できる構成
であればよい。
【０１５９】
　以上のように、本発明の各実施例によれば、近づいてきたユーザの用途、例えば胴内排
紙部に排紙された用紙を取りに来た等の用途を判定し、不要な省電力モードからの復帰を
防止し、ユーザの利便性の向上を図ることができる。よって、不要な電力消費を低減する
ことができる。また、省電力モードで給電されていない装置部品に対する、不要な電源投
入を防止できるため、寿命のある装置部品を延命することができる。
　例えば、排紙センサ２３２が胴内フィニッシャー１０３に排紙された紙を検知している
場合（Ｓ２１でＹｅｓの場合）には、第二の人感センサ２３１に検知される物体は紙を取
りに来たユーザである可能性が高いと判断し、第二の人感センサ２３１による物体の検知
による省電力モードから通常電力モードへの移行を所定時間経過後に実行し、排紙センサ
２３２が胴内フィニッシャー１０３に排紙された紙を検知していない場合（Ｓ２１でＮｏ
の場合）には、第二の人感センサ２３１に検知される物体は紙を取りに来たユーザである
可能性が低いと判断し、前記通常電力モードへの移行を前記所定時間経過前に実行するこ
とにより、画像処理装置１００に近づいてきたユーザの用途をより確実に判定し、不要な
省電力モードからの復帰を防止することができ、寿命のある装置部品を延命することがで
きる。
【０１６０】
　なお、電源制御部２０３や第一の排紙センサ２３２が行う制御は、フラッシュメモリ等
の記憶部にコンピュータ読み取り可能に記録されたプログラムを、電源制御部２０３や第
一の排紙センサ２３２内のプロセッサが読み出して実行することにより実現される構成で
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【０１６１】
　なお、上述した各種データの構成及びその内容はこれに限定されるものではなく、用途
や目的に応じて、様々な構成や内容で構成されることは言うまでもない。
　以上、一実施形態について示したが、本発明は、例えば、システム、装置、方法、プロ
グラムもしくは記憶媒体等としての実施態様をとることが可能である。具体的には、複数
の機器から構成されるシステムに適用しても良いし、また、一つの機器からなる装置に適
用しても良い。
　また、上記各実施例を組み合わせた構成も全て本発明に含まれるものである。
【０１６２】
　（他の実施例）
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【０１６３】
　また、本発明は、複数の機器から構成されるシステムに適用しても、１つの機器からな
る装置に適用してもよい。
　本発明は上記実施例に限定されるものではなく、本発明の趣旨に基づき種々の変形（各
実施例の有機的な組合せを含む）が可能であり、それらを本発明の範囲から除外するもの
ではない。即ち、上述した各実施例及びその変形例を組み合わせた構成も全て本発明に含
まれるものである。
【符号の説明】
【０１６４】
　２０２　　電源部
　２０３　　電源制御部
　２３０　　第一の人感センサ
　２３１　　第二の人感センサ
　２３２　　排紙センサ
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